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13: 05 体育館で整列(児童会委員長) 。左側の当日の流れに対応した教師の支援・留
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ケースレポートを書いた 91 3.89 0.482 
グループ討論で設問の瑚事が深まった 93 3.街 0.561 
グループ討論はうまくできた 93 3.66 0.521 
今日のケースに興味関心ある rn 3.63 0.527 
予習ができている タ7 3.56 0.6見
授業に参加の実感が持てた 96 3.51 0.5回
自分で考える力や習慣が付いた 96 3.51 0.562 
設問内容を理解している rn 3.45 o.到。
グループ討論で積極的に発言した 94 3.31 0.719 
授業が楽しいと思う 96 3.31 0.621 
今日のグルーフ割論はうまくいく rn 3.29 0.645 
授業に存在感があった 96 3.15 0.615 
グループ討論に貢献できる rn 3.14 0.595 













予習ができている 95.8% 0.30 
ケー スレポー トを書いた 97.8% 0.18 
今日のケースに興味関dむある 97.9% 0.45 
設問内容を理解じている 97.9% 0.28 
よろレー プ討論に貢献できる 90.6% 0.42 
今日のよろレー プ討論はうまくいく 93.8% 0.43 
よろレー プ討論で積極的に発言した 90.3% 0.36 
よろレー プ討論はうまくできた 97.8% 0.25 
よろレー プ討論で設聞の理解が深まった 95.7% 0.23 
クラス討論で積極的に発言した 67.8% 0.35 
授業に存在感があった 89.59も 0.49 
自分で考える力や習慣が付いた 98.9% 0.50 
授業に参加の実感が持てた 97.9% 0.47 

























































































クラス討論で積極的に発言した 67.8% 0.354 21.87 
授業に存在感があった 89.5% 0.4児 12.13 
グループ割論に貢献できる 90.6% 0.4却 6.21 
自分で考える力や習慣が付いた 98.9% 0.499 4.20 
今日のグループ割論はうまくいく 93.8% 0.428 3.99 
授業に参加の実感が持てた 97.9% 0.474 3.43 
グループ割論で積極的に発言した 90.3% 0.361 2.42 
今日のケースに興味関心ある 97.9% 0.453 2.∞ 
予習ができている 95.8% o.笈l2 -6.54 
設問内容を理解している 97.99も 0.281 -9.81 
グループ割論で設問の瑚手が深まった 95.79も 0.232 -11.20 
グループ割論はうまくできた 97.8% 0.250 -11.87 
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Abstract 
This paper examines college students' satisfaction regarding the use of ‘Case 
Method' c1ass in an elementary school setting. This paper exercises Customer 
Satisfaction (CS) ana1ysis， which has been widely use applied in various marketing， 
psychologica1， and sociological fields and is now even used in the educationa1 fields. 
The CS index of出ec1ass shows c1early that出estudents should be more active in 
learning the case method as well as be positive in their attendance in c1asses. And a1so， 
it suggests仕leneed to improve仕lestudents' ability for discussion and debate. 
This case study shows the CS analysis is not only effective in improving students' 
eva1uation methods but a1so in motivating students' learning by the case method 
program. 
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